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こ
の
度
、
公
益
社
団

法
人
日
本
炊
飯
協
会
の

会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

前
坂
田
会
長
の
後
を

引
き
継
ぎ
、
微
力
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
、

当
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
何
を
置
き
ま

し
て
も
、
前
会
長
の
こ

の
５
年
間
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催

令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
《
会
計
監
査
報
告
》、
役
員
選
任
を
実
施

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
《
会
計
監
査
報
告
》、
役
員
選
任
を
実
施

新
会
長
に
千
田
法
久
氏
、
新
副
会
長
に
齋
藤
壽
保
氏
が
就
任

新
会
長
に
千
田
法
久
氏
、
新
副
会
長
に
齋
藤
壽
保
氏
が
就
任

会
長
就
任
挨
拶

千
田
法
久

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

　

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
５
月
20
日
（
金
）、
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ

リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
未
だ
終
息
し
な
い
中
、
今
回
も
通
常
総
会
後
の
懇
親
会
を
中

止
し
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
、
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
回
避
、

座
席
を
空
け
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
協
会
役
員
並

び
に
正
会
員
・
賛
助
会
員
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
か
ら
２
年
半
余
り
が
経
過
し
た
が
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
未
だ
終
息
の
気
配
は
見
え
な
い
。

　
２
月
24
日
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
勃
発
し
た
こ
と
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
穀
物
高
騰
な
ど

世
界
規
模
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
崩
壊
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
円
安
の
急
伸
や
原
油
高
の
加
速
、

原
材
料
・
光
熱
費
等
の
高
騰
な
ど
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
し
、
原
料
米
価
格

の
大
幅
値
上
げ
、
米
消
費
の
大
幅
な
減
退
な
ど
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
食
品
事
業
者
と
し
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
義
務
化
に
伴
う
衛
生
管
理
の
徹
底
、
安
全
・
安
心
へ
の
対
応
、
商
品
・
品
質
・
供
給
面
に
お
け
る
安
定
化
の

実
現
に
向
け
業
界
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
い

ま
す
。

　

前
会
長
は
長
い
期
間

の
任
期
の
中
で
、
多
く

の
こ
と
に
つ
い
て
決
定

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
も
そ
の
決
定
に
お

け
る
い
ろ
い
ろ
な
議
論

に
副
会
長
と
し
て
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
決
し
て
簡
単
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
当
職
へ

の
就
任
に
関
し
ま
し
て

は
、
責
任
が
大
き
い
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
前
か
ら
、

次
期
会
長
は
君
が
や

れ
、
と
坂
田
会
長
や
、

亡
き
福
田
顧
問
に
ご
指

示
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
私
の
よ
う
な
若
輩

者
が
と
て
も
務
ま
る
仕

事
で
は
無
い
と
断
り
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨

年
春
、
坂
田
会
長
か
ら

の
強
い
ご
指
導
を
受

け
、
い
よ
い
よ
逃
げ
場

が
無
く
な
り
、
結
果
現

在
こ
の
場
に
会
長
と
い

う
立
場
で
立
た
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
に
よ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
崩

壊
、
国
際
情
勢
の
不
安

定
に
よ
る
円
安
や
原
油

高
の
加
速
、
原
材
料
や

光
熱
費
な
ど
の
高
騰
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
か
つ
て

な
い
ほ
ど
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

協
会
運
営
も
本
日
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

通
り
、
厳
し
い
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
の
た
め
に
も
健
全

な
運
営
が
出
来
る
よ
う

に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

　

従
い
ま
し
て
、
炊
飯

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
ご
は
ん

ソ
ム
リ
エ
も
発
展
的
に

拡
大
し
、
充
実
さ
せ
て

い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
わ
た
し
た
ち

の
原
材
料
原
価
の
多
く

を
占
め
る
お
米
に
関

し
、
永
遠
の
課
題
で
あ

る
安
定
価
格
、
安
定
品

質
、
安
定
供
給
の
確
保

を
実
現
す
る
べ
く
、
国

産
米
使
用
推
進
団
体
協

議
会
や
、
理
事
に
ご
就

任
頂
い
て
い
る
全
米
販

様
な
ど
と
意
識
合
わ
せ

を
行
い
、
行
政
等
と
の

意
見
交
換
・
情
報
交
換

を
継
続
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
理
事
の
皆

様
を
始
め
会
員
企
業
の

皆
様
と
と
も
に
、
当
会

が
属
す
る
環
境
の
向
上

を
目
指
し
て
精
励
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

×　
　

×　
　

×

　

総
会
は
定
款
に
基
づ

き
坂
田
文
男
会
長
を
議

長
に
選
出
し
た
の
ち
、

議
事
録
署
名
人
に
沖
食

ス
イ
ハ
ン
㈱
代
表
取
締

役
社
長
の
伊
佐
川
正
晃

氏
、
富
山
県
ラ
イ
ス
栄

研
㈱
代
表
取
締
役
社
長

の
野
嵜
博
史
氏
を
選

任
。
令
和
３
年
度
事
業

報
告
並
び
に
令
和
３
年

度
収
支
決
算
報
告
《
会

計
監
査
報
告
》、
一
部

役
員
選
任
を
行
い
、
全

議
事
を
賛
成
多
数
で
承

認
し
た
。
名
誉
顧
問
を

務
め
る
山
東
昭
子
氏

（
参
議
院
議
員
、
参
議

院
議
長
）
も
出
席
し
た
。

　

役
員
選
任
が
行
わ

れ
、
理
事
候
補
者
が
全

員
承
認
さ
れ
た
後
、
福

田
氏
が
昨
年
12
月
に
逝

去
さ
れ
て
か
ら
理
事
が

欠
員
と
な
っ
て
い
る
こ

と
等
か
ら
一
部
役
員
の

選
任
を
行
う
た
め
臨
時

理
事
会
を
開
催
。
役
員

互
選
の
結
果
、
新
会
長

（
代
表
理
事
）
に
千
田

法
久
氏
（
㈱
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ア 

代
表
取
締
役
社

長
）、
新
副
会
長
理
事

に
齋
藤
壽
保
氏
（
㈱
銀

し
ゃ
り 

代
表
取
締
役
社

長
）
を
選
任
、
坂
田
文

男
会
長
（
㈱
新
川
屋 

代

表
取
締
役
）
は
新
た
に

理
事
顧
問
に
就
い
た
。

　

今
後
は
千
田
新
会
長

の
下
、
中
村
勝
浩
副
会

長
（
㈱
煌 

代
表
取
締

役
社
長
）、
山
口
大
輔

副
会
長
（
㈱
ミ
ツ
ハ
シ  

代
表
取
締
役
社
長
）、

齋
藤
壽
保
副
会
長
、
三

橋
昌
幸
専
務
理
事
（
事

務
局
長
）
の
新
体
制
と

な
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

坂
田
文
男
前
会
長
は

退
任
に
あ
た
り
以
下
の

よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
千
田
新
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
」

　
前
会
長

　
坂
田
文
男
氏

　
「
５
年
間
会
長
職
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
５
年
連
続
の
米
価

値
上
げ
の
３
年
間
、
コ

ロ
ナ
禍
の
２
年
間
だ

っ
た
が
、
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
５
年
間
を

共
に
歩
ん
で
き
た
福
田

さ
ん
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
委

員
長
を
務
め
ら
れ
た
渋

川
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

が
、
私
の
心
の
中
で
は

生
き
続
け
て
い
る
。
後

任
の
千
田
会
長
は
コ
メ

に
つ
い
て
は
プ
ロ
中
の

プ
ロ
で
あ
り
、
コ
メ
業

界
で
多
方
面
で
要
職
に

就
い
て
お
ら
れ
ま
す
の

で
誠
に
心
強
い
方
に
会

長
に
就
い
て
い
た
だ
い

た
。
千
田
会
長
は
協
会

が
益
々
発
展
し
て
い
く

よ
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
頂
け
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
私
も
理

事
顧
問
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
協
会
の
運
営
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」

　

ま
た
、
齋
藤
壽
保
副

会
長
（
㈱
銀
し
ゃ
り
代

表
取
締
役
社
長
）、
榎

本
理
事
（
㈱
イ
ク
タ
ツ

代
表
取
締
役
社
長
）
は

新
任
の
挨
拶
で
以
下
の

と
お
り
挨
拶
し
た
。

【
副
会
長
就
任
挨
拶
】

　
副
会
長

（
㈱
銀
し
ゃ
り
代
表
取
締
役
社
長
）

齋
藤
壽
保
氏

　
「
当
社
は
昭
和
48
年

に
日
本
初
の
炊
飯
業
を

始
め
、
創
業
当
時
よ
り

旨
い
飯
を
炊
く
こ
と
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
炊
飯
会
社
出

身
と
し
て
副
会
長
に
選

任
い
た
だ
き
快
く
お
引

き
受
け
致
し
ま
し
た
。

　

大
任
を
お
引
き
受
け

し
た
。
何
が
で
き
る
か

と
い
う
よ
り
は
『
と
に

か
く
や
っ
て
み
よ
う
』

と
い
う
気
持
ち
で
こ
の

大
任
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
様
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」

【
理
事
就
任
挨
拶
】

　
理
事

（
㈱
イ
ク
タ
ツ
代
表
取
締
役
社
長
）

榎
本
隆
治
氏

　
「
理
事
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
若

輩
者
で
す
の
で
今
後
と

も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」

山
東
昭
子
氏

坂
田
前
会
長
、
山
東
名
誉
顧
問
、
千
田
会
長

坂
田
文
男
氏

齋
藤
壽
保
氏

榎
本
隆
治
氏
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ま
た
近
年
当
協
会
に

新
規
入
会
し
た
正
会
員

１
社
、
賛
助
会
員
１
社

が
紹
介
さ
れ
、
正
会
員

の
藤
本
ラ
イ
ス
デ
リ
カ

㈱
（
令
和
２
年
度
入

会
）、
賛
助
会
員
の
天

野
エ
ン
ザ
イ
ム
㈱
（
令

和
４
年
度
入
会
）
の
出

席
者
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

し
た
。

「
適
正
価
格
で
販
売
し

社
員
に
も
還
元
し
て
好

循
環
め
ざ
す
」

（
藤
本
ラ
イ
ス
デ
リ
カ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

藤
本
典
子
氏

　
「
２
年
前
に
明
治
ラ

イ
ス
デ
リ
カ
様
か
ら
株

式
譲
渡
を
受
け
て
親
会

社
藤
本
食
品
と
一
緒
に

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

本
体
・
ラ
イ
ス
デ
リ
カ

合
わ
せ
て
精
米
含
め
９

工
場
と
な
っ
た
。
昨
今

は
非
常
に
米
の
価
格
は

下
が
っ
て
い
る
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
係
、
他

の
原
料
が
円
安
も
あ
り

高
騰
し
て
苦
境
に
喘
い

で
い
る
。
日
本
は
モ
ノ

を
安
く
売
り
す
ぎ
る
の

で
値
上
げ
と
い
う
か
適

正
価
格
に
戻
し
て
い
こ

う
と
会
社
で
話
し
て
い

る
。
そ
う
し
て
皆
の
給

料
を
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
皆
様
の
ご
指
導
を

頂
き
つ
つ
協
力
関
係
を

築
い
て
一
緒
に
製
造
業

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」

「
酵
素
で
お
米
の
良
さ

を
引
き
出
し
炊
飯
事
業

者
に
貢
献
」

（
天
野
エ
ン
ザ
イ
ム
㈱
）

　
小
山
貴
史
氏

　
「
弊
社
は
名
古
屋
に

拠
点
を
持
つ
酵
素
メ
ー

カ
ー
で
、
炊
飯
業
界
で

お
米
の
良
さ
を
引
き
出

す
、
良
い
効
果
を
提
供

出
来
れ
ば
と
思
い
入
会

い
た
し
ま
し
た
。
少
し

で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」

藤
本
典
子
氏

小
山
貴
史
氏
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会 長
代表理事

株式会社ジャンボリア 代表取締役社長 千 田 法 久 非常勤

副 会 長 株式会社煌 代表取締役社長 中 村 勝 浩 非常勤

副 会 長 株式会社ミツハシ 代表取締役社長 山 口 大 輔 非常勤

副 会 長 株式会社 銀しゃり 代表取締役社長 齋 藤 壽 保 非常勤

専務理事 公益社団法人 日本炊飯協会 事務局長 三 橋 昌 幸 常勤

理 事
顧 問

株式会社新川屋 代表取締役社長 坂 田 文 男 非常勤

理 事
顧 問

株式会社サンフレッセ 代表取締役会長 富 澤 三 継 非常勤

理 事 株式会社 どんどんライス 代表取締役社長 平井浩一郎 非常勤

理 事 株式会社川島屋 代表取締役社長 川 島 隆 弘 非常勤

理 事 株式会社イクタツ 代表取締役社長 榎 本 隆 治 非常勤

理 事 公益社団法人 日本炊飯協会 HACCP 審査委員長 野 田 和 視 非常勤

名誉顧問
参議院議員

（財）日本健康・栄養食品協会
参議院議長
会長

山 東 昭 子 非常勤

理 事 全国米穀販売事業共済協同組合 理事長 木 村　 良 非常勤

理 事 株式会社 太平洋企画 代表取締役社長 岩永眞佐子 非常勤

理 事 江上料理学院 院長 江 上 栄 子 非常勤

理 事 フードプランナー 山 下 幸 子 非常勤

監 事 愛知県経済農業協同組合連合会 米穀部長 渡 辺 靖 治

監 事 横浜みなとみらい税理士法人 代表社員税理士 浅 木 克 眞

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

北海道
札幌市 ㈱ふか河

中部

長野県 ㈱豊炊飯
釧路市 釧路学校給食パン工業（協組） ベイクックコーポレーション㈱
旭川市 道央食糧供給㈱ ㈲炊飯センター柳澤

東北

青森県 三八五フーズ㈱ 岐阜県 ㈱ながもり炊飯センター
宮城県 ボン・リー宮城㈱ 静岡県 ㈱遠州米穀

ＪＡ全農ラドファ㈱ ㈱マルヨ
㈱パールライス宮城 愛知県 ＪＡあいち経済連

山形県 ㈱サンコー食品 ㈱エザカ
㈱ベストフーズ ㈱米常

福島県 ㈱東邦フードサービス ㈱ヰセキ関西中部
茨城県 ㈱オーシャンフーズ ㈱名古屋食糧

関東

群馬県 マック食品㈱
㈱新川屋

近畿

滋賀県 滋賀米飯㈱
㈱わびすけ 京都府 ㈱煌

埼玉県 藤本ライスデリカ㈱ 三彩食品㈲
㈱サンフレッセ 大阪府 ㈱ Shinmei Delica

千葉県 ㈱川島屋 ㈱いいなダイニング
全農パールライス㈱千葉炊飯工場 ダイワサミット㈱

東京都 ㈱イクタツ ㈱寺本商店
㈱丸千
㈱三ツ和 奈良県 ㈱いわいベーカリー
ワコーライス ( 株）

中国

広島県 ㈱丸和
㈱銀しゃり 広島駅弁当㈱

神奈川県 ㈱ミツハシ
㈱佐々木商店 山口県 ㈱丸久　プロセスセンター
㈱ジャンボリア
小田急食品㈱

九州

福岡県 北九炊飯㈱
東光食品㈱ ㈱のぼる
㈱そらちファーム 佐賀県 ㈱ヨコヤマ
㈲宮渕商店 ㈱クッキングセンター佐賀

山梨県 ㈱米福 熊本県 ㈱どんどんライス

中部

富山県 髙田食糧㈱ 大分県 全農パールライス㈱大分炊飯工場
富山県ライス栄研㈱ 沖縄県 沖食スイハン㈱

石川県 ㈱米心石川 海外 韓国 SAMSUNG WELSTORY ㈱
福井県 福井パールライス㈱ 中国 浙江五芳斎実業有限公司

　㈱ＡＩＨＯ
　キユーピー醸造㈱
　京豊エンジニアリング㈱
　積水化成品工業㈱
　㈱中西製作所　東日本フードシステム課
　㈱Ｍｉｚｋａｎ
　朋和産業㈱
　横井醸造工業㈱
　東京冷化機工業㈱
　平成ケミカル㈱
　㈱プロシスタス
　信和産業㈱
　サタケ㈱
　鈴茂器工㈱

㈱みすずコーポレーション
大塚食品㈱
オーケー食品工業㈱
大倉アグリ㈱
エフピコインターパック㈱
㈱ＪＡてんどうフーズ
㈱保健科学 西日本
不二精機㈱
 タマノイ酢㈱
松任市農業協同組合
住商フーズ㈱
全国米穀販売事業共済（協組）
天野エンザイム㈱

２．賛助会員（27 社   順不同）

１．正会員（66 社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　令和４年５月 20 日現在
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当
協
会
主
催
の
第
18

回
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」

認
定
試
験
が
令
和
４
年

11
月
８
日
（
火
）
～
９

日
（
水
）、
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
る
。

　
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」

認
定
試
験
は
「
ご
飯
及

び
お
米
に
関
す
る
様
々

な
知
識
、
炊
飯
の
科
学

や
技
術
、
ご
飯
の
栄
養
、

衛
生
管
理
に
関
す
る
知

識
」
を
持
ち
、
美
味
し

い
ご
飯
を
評
価
す
る
た

め
の
「
正
し
い
官
能
検

査
の
方
法
」
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
。

全
米
販
が
コ
メ
諸
経
費
高
騰
に
理
解
求
め
る

全
米
販
が
コ
メ
諸
経
費
高
騰
に
理
解
求
め
る

文
書
を
業
界
団
体
に
発
出

文
書
を
業
界
団
体
に
発
出

　

全
国
米
穀
販
売
事
業

共
済
協
同
組
合
（
全
米

販
）
は
、
６
月
10
日
、

今
般
の
精
米
加
工
、
輸

送
等
に
か
か
る
諸
経
費

の
高
騰
に
つ
い
て
、
取

引
先
で
あ
る
量
販
店
、

中
・
外
食
事
業
者
等
に

理
解
を
求
め
る
文
書
を

当
協
会
を
含
む
業
界
10

団
体
に
発
出
し
た
。
文

書
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
。

●
コ
メ
諸
経
費
高
騰
に

ご
理
解
を　

様
々
な
食

品
の
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
は
、
周
知
の

通
り
か
と
思
い
ま
す
。

原
因
は
、
原
材
料
価
格

の
高
騰
も
あ
り
ま
す
が
、

電
力
費
、
燃
料
費
、
輸

送
費
、
各
種
資
材
費
、

人
件
費
な
ど
諸
経
費
が

軒
並
み
高
騰
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が

米
に
限
っ
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
値
上
が
り
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

単
に
昨
秋
収
穫
さ
れ
た

米
の
産
地
出
荷
価
格
が

下
が
っ
た
か
ら
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私

ど
も
の
組
合
員
各
社
が

精
米
に
加
工
し
、
商
品

と
し
て
皆
様
に
お
届
け

す
る
ま
で
の
諸
経
費
は
、

他
の
食
品
と
同
様
に
増

嵩
し
て
お
り
、
今
ま
で

は
各
社
の
企
業
努
力
に

よ
っ
て
、
耐
え
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
も
も
う
、
限
界
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
ど

う
か
以
下
の
諸
経
費
高

騰
の
実
情
に
ご
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
高
騰
を
続
け
る
諸
経

費
《
電
力
費
》
昨
年
初

頭
か
ら
、
毎
月
０
・
７
～

１
・
６
％
の
値
上
げ
が
連

続
し
て
お
り
、
今
も
続

い
て
い
ま
す
。
当
組
合

調
べ
に
よ
る
と
２
・
５
～

60
％
の
値
上
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
頼
み
の
綱

の
「
第
３
の
電
力
会
社
」

が
ほ
ぼ
撤
退
し
た
た
め
、

電
力
各
社
と
も
強
気
の

姿
勢
を
崩
さ
ず
、
受
け

容
れ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。《
燃
料
費
》
一

昨
年
末
あ
た
り
か
ら
、

毎
月
２
・
８
～
10
・
１
％

の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
値
上

げ
が
連
続
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
当

組
合
調
べ
に
よ
る
と
７
・

３
～
41
・
７
％
の
値
上

げ
要
請
を
受
け
て
い
ま

す
。
受
け
容
れ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。《
運
賃
》

今
は
落
ち
着
い
て
い
る

も
の
の
、
当
組
合
調
べ

に
よ
る
と
５
～
60
％
の

値
上
げ
要
請
を
受
け
容

れ
た
後
の
話
で
す
。
早

晩
、
再
び
上
昇
傾
向
に

陥
る
の
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。《
包
装
容
器
代
》

米
袋
の
価
格
は
、
主
原

料
で
あ
る
ナ
フ
サ
の
値

動
き
に
、
ほ
ぼ
連
動
し

ま
す
。
そ
の
米
袋
価
格
、

某
社
は
２
０
１
９
年
５

月
の
最
初
の
値
上
げ
か

ら
今
年
４
月
ま
で
、
累

積
30
～
35
％
値
上
げ
し

て
い
ま
す
。
当
組
合
調

べ
に
よ
る
と
６
～
50
％

の
値
上
げ
要
請
を
受
け

て
い
ま
す
。

●
企
業
努
力
に
も
限
界

が　

と
こ
ろ
が
米
の
店

頭
価
格
は
上
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
中

食
・
外
食
向
け
の
い
わ

ゆ
る
業
務
用
の
納
品
価

格
も
同
様
で
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
一
部
の
実

需
か
ら
は
値
下
げ
要
請

ま
で
受
け
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

中
食
お
に
ぎ
り
な
ど
で

店
頭
価
格
を
値
上
げ
し

た
例
は
あ
り
ま
す
が
、

原
料
米
の
納
品
価
格
は

据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

諸
経
費
高
騰
分
を
吸
収

す
る
企
業
努
力
に
も
、

限
界
が
あ
り
ま
す
。
以

上
、
ど
う
か
コ
メ
諸
経

費
高
騰
な
ど
の
諸
事
情

に
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

１．コメ諸経費高騰にご理解を 
 様々な食品の価格が上昇していることは、周知の通りかと思います。原因は、原

材料価格の高騰もありますが、電力費、燃料費、輸送費、各種資材費、人件費など

諸経費が軒並み高騰していることです。 

 ところが米に限っては、今のところ値上がりしていません。それは、単に昨秋収

穫された米の産地出荷価格が下がったからに過ぎません。しかし、私どもの組合員

各社が精米に加工し、商品として皆様にお届けするまでの諸経費は、他の食品と同

様に増嵩しており、今までは各社の企業努力によって、耐えてきたところです。 

 しかし、それももう、限界が近づいています。 

 どうか以下の諸経費高騰の実情にご理解賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

２．高騰を続ける諸経費 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電電力力費費 昨年初頭から、毎月 0.7～

1.6％の値上げが連続しており、今も続

いています。当組合調べによると 22..55～～

6600％％のの値値上上げげとなっています。頼みの綱

の「第３の電力会社」がほぼ撤退したた

め、電力各社とも強気の姿勢を崩さず、

受け容れざるを得ない状況です。 

 燃燃料料費費 一昨年末あたりから、毎月

2.8～10.1％のハイペースで値上げが

連続しています。今後もとどまるとこ

ろを知りません。当組合調べによると

77..33～～4411..77％％のの値値上上げげ要請を受けて

います。受け容れざるを得ない状況で

す。 

資源エネルギー庁調べ全国平均（円／kWh）
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３．企業努力にも限界が 
 ところが米の店頭価格は上がっていま

せん。これは、中食・外食向けのいわゆる

業務用の納品価格も同様です。 

 それどころか、一部の実需からは値下

げ要請まで受けていることを確認してい

ます。 

 中食おにぎりなどで店頭価格を値上げ

した例はありますが、原料米の納品価格

は据え置かれています。 

 諸経費高騰分を吸収する企業努力に

も、限界があります。 

 

 以上、どうかコメ諸経費高騰などの諸事情にご理解を賜りますよう、重ねてお願

い申し上げます。 

以上 

 運運賃賃 今は落ち着いているもの

の、当組合調べによると５５～～6600％％

のの値値上上げげ要請を受け容れた後の話

です。早晩、再び上昇傾向に陥る

のは目に見えています。 

 

 包包装装容容器器代代 米袋の価格は、主原料であ

るナフサの値動きに、ほぼ連動します。そ

の米袋価格、某社は 2019 年５月の最初の

値上げから今年４月まで、累積 30～35％

値上げしています。当組合調べによると６６

～～5500％％のの値値上上げげ要請を受けています。 

日銀調べ（2015年＝100）
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総務省「小売物価統計」（東京都区部）
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®

第
18
回 

ご
案
内

第 18 回「ごはんソムリエ認定試験」
日　程：令和 4 年 11 月 8 日（火）～ 9 日（水）
時　間：１日目　9 時受付開始～ 17 時 50 分
　　　　2 日目　9 時開始～ 16 時 30 分解散予定
会　場：飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町 11）

　

令
和
４
年
度
も
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
か

ら
募
集
人
数
を
会
場
最

大
定
員
数
の
半
分
以
下

の
１
３
０
名
と
し
感
染

防
止
対
策
を
実
施
し
た

う
え
で
開
催
す
る
。

　

参
加
資
格
は
、
２
日

間
の
講
義
へ
の
参
加
と

ご
は
ん
の
食
味
実
習
並

び
に
、
筆
記
試
験
・
食

味
試
験
の
受
験
が
可
能

な
方
で
年
齢
、
職
業
等

は
問
わ
な
い
。
募
集
人

数
は
１
３
０
名
（
先
着

順
）。

平成７年４月１日生

　
当
協
会
で
は
、
米
価
格
の
動
向
に
つ
い
て
会
員
に
解
説
を
都
度
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
昨
今
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
で
国
際
穀
物
相
場
や
原
油
価
格
が
急
騰
し
、
包

材
や
物
流
な
ど
諸
経
費
の
高
騰
、
ま
た
さ
ら
な
る
ア
ッ
プ
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
今
後
も
こ
れ
ら
諸
経
費
の
動
向
に
注
視
し
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
16
回
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
（
講
習
）
の
様
子
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６
月
６
月
3030
日
は
「

日
は
「
夏夏な
ご
し

な
ご
し越越
ご
は
ん
の
日
」

ご
は
ん
の
日
」

◉
夏
を
乗
り
切
る
新
習
慣

◉
夏
を
乗
り
切
る
新
習
慣
◉◉

公
益
社
団
法
人
米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
（
米
穀
機
構
）

㈱
そ
ご
う
・
西
武

　

こ
れ
ま
で
そ
ご
う
千

葉
店
で
好
評
だ
っ
た
取

組
を
そ
ご
う
・
西
武
９

店
舗
に
拡
大
し
、
各
店

舗
の
惣
菜
売
場
で
計
37

ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
す
る

と
と
も
に
、
生
鮮
売
場

で
は
自
宅
で
つ
く
る

「
夏
越
ご
は
ん
」
向
け

の
夏
野
菜
や
食
材
を
提

案
す
る
。

　
公
益
社
団
法
人
米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
（
米
穀
機
構
）
で
は
、
毎
年
６
月
30
日
に
一
年
の
前

半
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
残
り
半
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
る
神
事
と
し
て
古
来
よ

り
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
「
夏
越
の
祓
（
な
ご
し
の
は
ら
え
）」
に
合
わ
せ
て
平
成
27
年
よ
り

行
事
食
「
夏
越
ご
は
ん
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
各
企
業
が
実
施
し
た
「
夏
越
し
ご
は
ん
」
を
一
部
を
紹
介
す
る
。

夏
越
か
き
揚
げ
天
丼
弁
当

海
老
と
茄
子
の
肉
味
噌

夏
越
ご
は
ん

夏
越
ご
は
ん 

鯖
と
鮭
の
ほ
ぐ
し
丼

青
葉
の
夏
越
弁
当

夏
越
ご
は
ん 

海
鮮
バ
ラ
チ
ラ
シ

夏
越
ご
は
ん 

か
つ
お
香
る 

和
の
ハ
ン
バ
ー
グ
弁
当

㈱
マ
ル
エ
ツ

　

マ
ル
エ
ツ
首
都
圏
の

２
２
４
店
舗
に
て
「
夏
越

ご
は
ん　

ミ
ニ
丼
＆
う
ど

ん
／
そ
ば
セ
ッ
ト
」
を

期
間
限
定
で
販
売
。

　

も
ち
麦
入
り
十
八
穀

ご
は
ん
の
上
に
、
夏
野

菜
の
枝
豆
を
は
じ
め
、

玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、

紅
生
姜
を
合
わ
せ
た
か

き
揚
げ
を
盛
り
付
け

た
。
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ミ
ニ
丼
と
う
ど
ん
ま

た
は
そ
ば
を
セ
ッ
ト
に

し
て
い
る
。

夏
越
ご
は
ん 

そ
ば
セ
ッ
ト

夏
越
ご
は
ん 

う
ど
ん
セ
ッ
ト

夏
越
の
祓

　

米
は
、
昔
か
ら
日

本
人
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
穀
物
で
あ
り

現
在
で
も
宮
中
や
全

国
各
地
の
神
社
な
ど

で
神
饌
や
初
穂
な
ど

の
供
物
と
さ
れ
、
豊

穣
祈
願
や
新
嘗
の
行

事
に
欠
か
せ
な
い
。

　
「
夏
越
ご
は
ん
」

は
、
雑
穀
ご
は
ん
の

上
に
夏
野
菜
を
使
っ

た
、「
茅
の
輪
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
丸
い
食

材
を
の
せ
た
行
事
食
。

そ
の
昔
、
蘇
民
将
来

が
素
盞
嗚
尊
（
す
さ

の
お
の
み
こ
と
）
を

「
粟
飯
」
で
も
て
な
し

た
伝
承
に
由
来
し
て

い
る
。
食
べ
る
こ
と

で
無
病
息
災
を
祈
る
。

茅
の
輪
く
ぐ
り

　

神
社
で
は
、
鳥
居
の

下
や
拝
殿
の
前
な
ど

に
茅
や
藁
で
作
っ
た

大
き
な
輪
を
設
け
、
８

の
字
を
描
く
よ
う
に
３

回
く
ぐ
り
抜
け
る 

「
茅

の
輪
（
ち
の
わ
）
く
ぐ

り
」
を
行
い
、
一
年
の

前
半
の
罪
や
穢
れ
を
祓

い
、
残
り
半
年
間
の
無

病
息
災
を
祈
る
。
こ
れ

は
「
備
後
国
風
土
記
」

に
見
ら
れ
る
、
蘇
民
将

来
（
そ
み
ん
し
ょ
う
ら

い
）
が
「
茅
の
輪
」
を

疫
病
除
け
の
し
る
し
と

し
た
伝
承
に
由
来
し
て

い
る
。
古
く
は
腰
に
着

け
た
り
首
に
か
け
て
い

た
小
さ
な
も
の
だ
が
、

時
代
を
経
て
大
き
く
な

り
、
鳥
居
な
ど
に
取
り

「
六
月
晦
日
は
夏
越
の
祓
」

付
け
る
も
の
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

茅

の
輪
く
ぐ
り
ま
た
、「
茅

の
輪
く
ぐ
り
」
は
「
８

の
字
」
を
描
く
よ
う
に

茅
の
輪
を
３
回
く
ぐ
り

な
が
ら
「
水
無
月
（
み

な
づ
き
）
の
夏
越
（
な

ご
し
）
の
祓
（
は
ら
え
）

す
る
人
は
千
歳
（
ち
と

せ
）
の
命
の
ぶ
と
い
う

な
り
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

赤
坂
氷
川
神
社
で
の
、

「
夏
越
の
祓
」
神
事
の
様
子

㈱
ミ
ツ
ハ
シ

（
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
）

　

ミ
ツ
ハ
シ
は
、
首
都

圏
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
等
に
て
雑
穀
ご
は
ん

と
夏
野
菜
＋
揚
げ
玉
の

「
夏
越
ご
は
ん
お
に
ぎ

り
」
を
期
間
限
定
で
販

売
。

　

赤
ピ
ー
マ
ン
、
枝

豆
、
コ
ー
ン
、
紅
生
姜
、

雑
穀
を
優
し
い
味
わ
い

の
昆
布
醤
油
で
炊
き
込

み
風
味
豊
か
に
仕
上
げ

た
。
昆
布
し
ょ
う
ゆ
を

染
み
込
ま
せ
た
揚
げ
玉

を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
優

し
い
味
の
炊
込
み
ご
飯

に
旨
味
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
持
た
せ
た
。
丸
い
形

は
、
夏
越
の
祓
で
行
わ

れ
る
茅
の
輪
く
ぐ
り
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

夏
越
ご
は
ん
お
に
ぎ
り

㈱
ミ
ツ
ハ
シ
直
営
店

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ａ
＇

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ 

み
な
と

み
ら
い
店
（
横
浜
）

　

ミ
ツ
ハ
シ
直
営
の
外

食
店
「
Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ

Ａ
＇
Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
み
な

と
み
ら
い
店
」
で
、
期

間
限
定
に
て
「
夏
越
ご

は
ん
と
唐
揚
げ
膳
」
と

で
「
夏
越
バ
ー
ガ
ー
」

を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
夏
越
ご
は
ん
と
唐

揚
げ
膳
」
は
雑
穀
ご
は

ん
に
茅
の
輪
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
、
食
べ
る
米
ぬ

か
入
り
夏
野
菜
の
か
き

揚
げ
を
の
せ
ま
し
た
。

副
菜
に
は
、
店
で
人
気

の
発
酵
食
品
を
使
っ
た

唐
揚
げ
、
季
節
の
小
鉢

を
添
え
て
提
供
し
て
い

る
。

　
「
夏
越
バ
ー
ガ
ー
」

は
、
茅
の
輪
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
野
菜
か
き
揚
げ

を
五
穀
ラ
イ
ス
バ
ン
ズ

で
は
さ
み
、
甘
ダ
レ
で

あ
と
引
く
味
に
仕
上
げ

て
い
る
。

夏
越
ご
は
ん
と
唐
揚
げ
膳

夏
越
バ
ー
ガ
ー

京
都
堀
川
イ
ン

　

京
都
の
ホ
テ
ル
、
京

都
堀
川
イ
ン
で
宿
泊
者

へ
の
朝
食
と
し
て
「
夏

越
し
ご
は
ん
」
を
期
間

限
定
で
無
料
提
供
し
て

い
る
。

夏
越
ご
は
ん
（
加
茂
ナ
ス
丼
）

東
京
都
内
学
習
塾
な

ど
（
約
30
施
設
）

　

Ｆ
Ｃ
Ｎ
㈱
で
は
昼
食
・

夕
食
を
提
供
す
る
学
習

塾
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
な
ど
約
30
施
設
に

６
月
30
日
限
定
に
て
塾

弁
「
夏
越
ご
は
ん
」
を

提
供
し
て
い
る
。

　

雑
穀
ご
は
ん
に
は
わ

か
め
の
手
づ
く
り
ふ
り

か
け
を
か
け
、
お
か
ず

に
は
茅
の
輪
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
丸
い
ゴ
ー
ヤ
の

夏
越
か
き
揚
げ
と
、
ゆ

で
鶏
の
バ
ン
バ
ン
ジ
ー

た
れ
、
ピ
ザ
風
オ
ム
レ

ツ
、
イ
ン
ゲ
ン
と
え
の

き
の
お
浸
し
、
く
だ
も

の
を
詰
め
た
。

　

お
弁
当
と
一
緒
に
、

子
ど
も
た
ち
に
「
夏
越

ご
は
ん
」
の
い
わ
れ
や

由
来
な
ど
を
説
明
す
る

手
紙
を
添
え
て
い
る
。

塾
弁
・
夏
越
ご
は
ん


